
令和７年度 社会福祉法人善心会 事業計画 

  ここに令和７年度の事業計画及び目標を定めます。すべての職員はこの事業計画を熟読し、

自身の役割を理解しこの事業計画及び目標の達成に向け邁進すること。 

 

法人理念・サービス基本方針 

〇法人理念  

個別ケアの確立 

〇サービス基本方針 

利用者様の歩んできた人生・価値観・思いを大切に尊重します。 

利用者様の立場に立ち、痛みや苦しみのないケアを目指します。 

利用者様のプライバシーを守るよう配慮します。 

利用者様の穏やかな日常のためチーム一丸で取り組みます。 

利用者様の安全を守る目配り、気配り、心配りを忘れません。 

利用者様の「できる」をふやすお手伝いをします。 

利用者様から信頼して頂けるよう丁寧な言葉づかい・優しい対応を徹底します。 

 

法人運営方針 

社会福祉法に基づき理事会及び評議員会を遅滞なく開催し議事進行・業務報告を行う。 

「柔軟」「迅速」な意思決定のもと、地域のニーズに応えるための努力を惜しまない。 

有事の際には福祉避難所としての役割を果たすべく、行政と連携し災害への備えを進める。 

 

重点取組課題 

１． 健全経営 

人件費上昇や物価高騰に耐えうる資金収支・損益双方の黒字化 

２． 地域貢献・地域交流 

神戸町高齢者福祉施策への協力、地域に頼られる施設運営 

３． 利用者サービスの質の向上 

コロナを克服し、利用者及びご家族の想いに寄り添う専門性の高いサービスの提供 

４． 人材確保・人材育成 

新卒採用の取組と年齢・性別・国籍に関わらず既存人材の定着と育成 

５． 職場環境改善・働き方改革 

穏やかに・健やかに・やりがいを感じながら・長く働けるような職場環境実現 



６． 業務効率化・生産性向上 

進化を続ける業界の最先端を取り入れ、双方に負担の少ない介護の在り方を模索 

 

具体的計画・数値目標 

〇健全経営 

・全事業所において目標利用率を設定し、その達成に向けた活動や準備 

 ★特養、GH 平均利用率 98％以上 

 ★小規模多機能 平均登録率 80％以上 

・取得加算の見直しと新たな加算取得に向けた取組 

 医療連携加算、感染症対応加算 等 

・経費の節約・節減に向けた取組 

 人件費管理（昇給率・賞与支給率の検討）★人件費比率 6８％以下 

水道光熱費・消耗品費の節約節減 

・小規模多機能の経営強化 

 体験利用の推進、短時間利用など柔軟な利用ができる環境づくり 

 介護度の低い方（要支援含む）を多機能で受け、入所につなげるルートの構築 

 

〇地域貢献・地域交流 

・つなぐかふぇの進化 

 介護相談機能の強化、ラック・りんどう共催の体制構築 

・広報機能強化 

 公式ホームページや SNS、広報誌等による情報公開、魅力発信 

 各種広告（封筒広告、新聞広告、求人誌記事掲載等）の継続 

・インターンシップ、職場体験等の積極協力 

 受入体制の整備（りんどう） 

 メニューの充実を図り、全力で実習成功に協力する体制づくり 

・災害対応の強化 

 福祉避難所としての準備、行政との連携・シミュレーション、備蓄品の見直し 

 各事業所の事業継続計画（BCP）をより実践的に進化させ必要な訓練の実施 

 停電が介護テクノロジーへ与える影響を精査し対応を検討 

・行政との連携 

 認知症地域支援推進員・チームオレンジ活動等、福祉・認知症施策の組織的協働 

 緊急受入体制整備、地域高齢者福祉ニーズにマッチする小規模多機能の柔軟な運営 

  ・運営推進会議 

 地域住民、利用者家族、地域福祉関係者等との連絡調整・情報共有・交流会議 



職  名 氏  名 

民生児童委員会長 戸川 賢一 

神戸町区長会長 田宮 仁史 

神戸町北一色区長 鈴木 栄代 

神戸町地域包括支援センター所長 室井 恵子 

安八郡広域連合代表 岸本 秀俊 

りんどう特養：家族代表 衣斐 浩司 

りんどう小規模多機能：家族代表 林 宏尚 

りんどうグループホーム：家族代表 譲 西賢 

ラック：家族代表 宇野 義春 

 

〇利用者サービスの質の向上 

・各種感染症対策と利用者満足の両立 

 クラスター経験を生かしたまん延防止対策の徹底（初動対応、ガウンテクニック等） 

 居室面会の再開、外泊・外出及び外食の自由化、各種イベント、レクレーションの充実 

 行事 イベント 食事関連 

春 お花見、菖蒲見学会 

 

つなぐかふぇ 

西美濃の里音楽発表会 

追悼法要 

幼稚園児・小学生訪問 

ながら号バス旅行 

神戸町作品展示 

輪っかマルシェ 

手作りおやつ 

駅弁シリーズ 

各種バイキング 

敬老お祝い膳 

豪華おせち料理 

鍋パーティー 

施設内喫茶・かき氷デー 

夏 七夕会、敬老会 

 

秋 紅葉狩り、ラック祭 

 

冬 クリスマス会、ひな祭り 

 

・LIFEデータのフィードバックと活用 

フィードバックシート勉強会、活用に向けた話し合いの実施（ラック） 

・利用者目線でのケアの提供 

 専門性を生かした認知症ケア、看取りケアにチームとして取り組む 

 機能訓練・口腔ケア・栄養管理の一体的取組の推進 

 身体拘束廃止・虐待防止・事故防止・感染対策の継続的取組 

・医療機関との連携強化 

 協力医療機関委託契約の締結と、定期的な情報共有会議の開催 

 緊急時対応見直しや、感染防止のための実地指導の企画実行 

・老朽化した機器等の計画的更新の準備 

 入浴機器（ラック特浴、小規模多機能）、ナースコール機器（グループホーム） 

建物大規模修繕の検討開始（りんどう） 等 



〇人材確保・人材育成 

・採用活動の推進 

 新卒採用に特化した採用戦略、法人ブランディング戦略の展開 

 人材紹介を経由しない中途採用の模索（公式ホームページの求人広報充実） 

・スタッフマネジメント 

 ★法人離職率６％以下（６人以下） 

 特定技能生の定着支援と実務者研修及び国家試験対策研修受講に向けた検討 

 ハラスメント防止対策の実施（カスハラを含む） 

 腰痛予防対策、メンタルヘルスのための対策の実施 

・学ぶ機会の提供 

 別紙「令和７年度 職員研修・訓練計画」に基づいた研修の実施と記録 

 指導職「取組目標 10カ条」の再周知 

  

〇職場環境改善・働き方改革 

・ラック・りんどう間の連携強化 

 合同指導職会議の実施、小森塾内での職員交流、委員会活動の統一化 

 施設長及び事務職員→事業所枠を超えた業務体制・役割分担の構築 

・ワークライフバランス 

 ★有給休暇取得率 70％以上 ★時間外労働 5H/月以下（指導職 15H/月） 

 育児介護休業法改正に伴う規程改正及び各種休暇の個別斡旋 

 プラチナくるみん、ユースエール、介護人材育成事業者等の認定要件の維持 

 指導職がマネジメント業務を行う日（シフトに入らない日）を作れる人員配置 

 

〇業務効率化・生産性向上 

・生産性向上へのアプローチ 

既存の介護テクノロジーの活用と更なるペーパーレス化の推進 

現場課題解決に寄与する新たな介護機器・ソフトやアプリ等の情報収集と導入検討 

 業務改善（ムリムダムラの発見と解消）への継続的な取組 

 職員の腰痛予防に資する取組（機器等の組織的活用、研修等による情報提供等） 

   

 

 

 

 

 

社会福祉法人 善心会 


